
日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２２年（令和４年）１月３０日（１） 第６７３号

年　６　回

八重垣 教授 逝く

辞
　
　
令

　
第
24
回
日
本
歯
科
医
学
会
学
術
大
会
（
会

頭

：

住
友
雅
人
日
本
歯
科
医
学
会
会
長
）

は
、「
逆
転
の
発
想 

歯
科
界
２
０
４
０
年
へ

の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
〇
二
一
年
９
月

23
日
か
ら
25
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ

た
。
本
大
会
は
準
備
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
拡
大
を
う
け
、
す
べ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
終
了
後

約
１
ヶ
月
間
の
全
面
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を

続
行
し
、
約
２
万
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
４
年
に
１
度
の
歯
科
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
今
回
、
学
会
が
主
催
す
る
初
の
学
術

大
会
と
な
っ
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
術
集
会
の
試
み
と
ス
タ
イ
ル
を
展
開
し
、

今
後
の
学
術
大
会
と
諸
学
会
の
モ
デ
ル
を
提

示
し
た
。
そ
の
意
味
か
ら
、
第
24
回
学
術
大

会
は
斬
新
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
意
義
は
深
い

も
の
が
あ
る
。

　
八
重
垣
教
授
は
、
昭
和
54

年
に
本
学
を
卒
業
し
た
。
第

68
回
卒
。
故
郷
の
久
留
米
大

学
の
大
学
院
医
学
研
究
科
を

修
了
後
、
同
大
口
腔
外
科
学

教
室
助
手
を
経
て
、
59
年
に

カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学（
U
B
C
）

歯
学
部
の
口
腔
生
物
学
教
室

歯
学
部
初
の
先
端
再
生
研
究

　
歯
髄
幹
細
胞
で
肝
臓
膵
臓
の
再
生
を
解
明

大
学
院
研
究
科
長
を
併
任

に
ポ
ス
ト
・
ド
ク
ト
ラ
ル
・

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
留
学
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
よ
り
帰
国
後
、
昭

和
62
年
に
本
学
新
潟
歯
学
部

口
腔
衛
生
学
講
座
講
師
に
就

き
、
翌
年
同
助
教
授
と
な

り
、
平
成
４
年
ま
で
在
職
し

た
。
平
成
７
年
ふ
た
た
び

U
B
C
歯
学
部
に
赴
い
て
同

校
指
導
医
、
9
年
に
は
臨
床

教
授
に
就
い
た
。

　
八
重
垣
教
授
は
誰
も
目
を

む
け
な
い
口
臭
の
研
究
に

取
り
く
み
、
11
年
に
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
の
歯
科
医
師
免
許
を
取
得

し
て
か
ら
、
口
臭
専
門
医
と

し
て
患
者
診
療
に
当
た
る
。

じ
き
に
北
米
か
ら
も
口
臭
患

者
が
殺
到
し
、
彼
は
カ
ナ

ダ
・
北
米
で
も
っ
と
も
著
名

な
歯
科
医
師
と
称
さ
れ
た
。

　
U
B
C
在
職
10
年
の
の
ち

平
成
16
年
に
本
学
生
命
歯
学

部
衛
生
学
講
座
教
授
に
着
任

し
た
。
そ
こ
か
ら
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
口
臭
物
質
の
歯
周

病
原
性
や
発
癌
性
、
ヒ
ト
歯

髄
幹
細
胞
か
ら
各
種
臓
器
の

再
生
等
の
研
究
に
没
頭
し
た
。

　
そ
の
過
程
で
、
歯
髄
に
は

多
様
な
組
織
に
分
化
す
る
能

力
を
有
す
る
幹
細
胞
が
高
い

割
合
で
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
発
見
し
、
こ
の
ヒ
ト
歯
髄

か
ら
肝
細
胞
を
作
製
す
る
と

い
う
新
し
い
動
物
実
験
を
試

み
る
。

　
こ
の
研
究
は
平
成
15
年
、

英
国
の
医
学
雑
誌
「Journal 

of Breath Research

」
の

ベ
ス
ト
論
文
に
選
ば
れ
た
。

口
臭
の
主
成
分
で
あ
る
硫
化

水
素
を
用
い
て
、ヒ
ト
歯
髄
か

ら
肝
細
胞
を
安
全
に
再
生
で

き
る
こ
と
を
論
述
し
、肝
硬
変

治
療
に
活
用
で
き
る
と
し
て

世
界
的
な
反
響
を
よ
ん
だ
。

　
さ
ら
に
ラ
ッ
ト
を
用
い
て

肝
硬
変
治
療
法
の
前
臨
床
実

験
に
取
り
く
み
、
移
植
し
た

全
例
の
治
療
に
初
め
て
成

功
し
た
。
こ
の
成
果
は
、

平
成
27
年
に
再
生
医
療
の

専
門
メ
デ
ィ
ア
の
「Tissue 

Engineering
」
に
掲
載
さ

れ
、
日
本
が
発
信
す
る
新
し

い
再
生
医
療
と
し
て
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
同
年
10
月
に
は
、
生
命
歯

学
部
に
お
い
て
記
者
会
見
を

ひ
ら
い
た
。
八
重
垣
教
授
は

歯
髄
幹
細
胞
か
ら
肝
臓
、
膵

臓
の
細
胞
分
化
を
試
み
、

百
％
が
肝
臓
様
体
・
膵
臓
様

体
に
分
化
し
た
と
し
、
ヒ
ト

肝
細
胞
の
再
生
医
療
の
実
現

性
を
実
証
し
た
と
発
表
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
自
分
の
歯
髄

の
細
胞
か
ら
短
時
間
で
再
生

し
た
臓
器
が
、
疾
病
臓
器
と

置
換
し
て
治
癒
に
み
ち
び
く

臨
床
応
用
の
可
能
性
を
示
唆

し
た
。

　
つ
い
で
、
八
重
垣
教
授
は

令
和
元
年
11
月
、
歯
髄
幹
細

胞
を
用
い
た
肝
臓
・
膵
臓
治

療
の
共
同
研
究
の
た
め
、
東

京
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

に
社
会
連
携
講
座
「
組
織
幹

細
胞
・
生
命
歯
科
学
講
座
」

を
開
設
し
た
。
東
大
医
学
部

と
の
連
携
講
座
は
、
歯
科
大

学
・
歯
学
部
と
し
て
は
最
初

で
あ
る
。

　
同
講
座
は
、
八
重
垣
教
授

の
開
発
し
た
歯
髄
幹
細
胞
を

肝
細
胞
・
膵
細
胞
に
分
化
さ

せ
た
再
生
細
胞
を
、
効
率
的

に
体
内
に
投
与
す
る
方
法
を

開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
東
大
と
日
歯
大
の
医
歯

連
携
に
よ
る
画
期
的
な
共
同

研
究
が
進
行
し
た
。

　
同
研
究
の
論
拠
と
な
る
の

は
、
八
重
垣
教
授
が
取
得
し

た
特
許
で
、
①
歯
肉
上
皮
由

来
の
新
規
幹
細
胞
お
よ
び
そ

の
製
造
方
法
、
②
肝
臓
組
織

再
生
用
組
成
物
で
あ
る
。そ
の

ほ
か
関
連
す
る
５
件
の
特
許

が
、出
願
・
審
査
中
で
あ
る
。

　
こ
の
臨
床
実
験
（
治
験
）

と
い
う
最
終
段
階
の
途
上
、

八
重
垣
教
授
は
長
年
の
血
液

疾
患
の
持
病
が
悪
化
し
、
入

院
中
に
急
逝
し
た
。

　
な
お
、
八
重
垣
教
授
は
平

成
25
年
よ
り
大
学
院
生
命
歯

学
研
究
科
科
長
を
併
任
し
本

学
の
研
究
の
向
上
に
尽
瘁
し

た
。追

悼
の
こ
と
ば

中
原 

泉
理
事
長

　
八
重
垣
君
と
は
、
学
生
時

代
か
ら
50
年
の
付
き
合
い
に

な
り
ま
す
。
私
は
国
外
国
内

を
通
し
て
、
彼
ほ
ど
苦
労
し

た
筋
金
入
り
の
研
究
者
を
知

り
ま
せ
ん
。
毀
誉
褒
貶
は
あ

り
ま
し
た
が
、
10
年
程
前
か

ら
血
液
疾
患
の
難
病
に
患
り
、

険
し
い
病
い
と
闘
い
な
が
ら

研
究
に
没
頭
し
ま
し
た
。

　
彼
は
本
学
を
代
表
す
る
教

授
で
あ
り
、
歯
科
界
を
代
表

す
る
研
究
者
で
し
た
。
日
本

歯
科
大
学
と
医
学
研
究
は
、

掛
け
が
え
の
な
い
人
を
失
い

ま
し
た
。
合
掌
。

　
本
学
教
授
の
三
ッ
林
裕
巳

衆
議
院
議
員
は
、
令
和
３
年

９
月
の
衆
議
院
総
選
挙
に
埼

玉
14
区
か
ら
立
候
補
し
、
四

選
を
は
た
し
た
。

　
三
ッ
林
議
員
は
、
本
学
生

命
歯
学
部
の
内
科
学
講
座
教

授
で
、
附
属
病
院
副
院
長
を

つ
と
め
る
。
令
和
２
年
９
月

よ
り
３
年
11
月
ま
で
、
内
閣

府
副
大
臣
を
つ
と
め
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
医
科

病
院
は
、
昨
年
10
月
１
日
に

閉
院
し
、
新
潟
病
院
（
歯

科
）
に
統
合
し
た
。
同
医
科

病
院
は
一
九
八
〇
年
に
新
潟

病
院
（
歯
科
）
に
隣
接
し
て

開
設
し
、
内
科
・
外
科
・
耳

鼻
咽
喉
科
の
３
科
を
有
し
た
。

　
本
紙
第
六
七
二
号
に
掲

載
し
た
「
校
友
文
庫
」
の

書
籍
目
録
に
つ
い
て
は
、

読
者
か
ら
反
響
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
数
の
校
友

の
先
生
方
よ
り
、
目
録
に

載
っ
て
い
な
い
本
の
寄
贈

ま
た
情
報
を
頂
き
ま
し

た
。

　
令
和
３
年
12
月
末
ま
で

に
60
冊
の
追
加
本
を
、

「
校
友
文
庫
」
に
収
め
ま

し
た
。
目
録
の
書
籍
総
数

は
、
三
一
三
冊
に
の
ぼ
り

ま
す
。
追
加
分
に
つ
い
て

は
、
本
紙
２
面
に
到
着
・

連
絡
順
に
掲
載
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
第
六
七
二
号
の

「
校
友
文
庫
」
の
酒
井
透

先
生
の
「
未
来
世
紀
軍
艦

島
」
は
、
間
違
い
で
し
た

の
で
お
詫
び
し
て
削
除
し

ま
す
。 

（
医
の
博
物
館
）

　
本
学
生
命
歯
学
部
衛
生
学
講

座
の
八
重
垣
健
教
授
は
、
令
和

３
年
11
月
13
日
、
東
京
の
順
天

堂
大
学
病
院
に
お
い
て
死
去
さ
れ

た
。享
年
68
歳
。

第
24
回
日
本
歯
科
医
学
会
学
術
大
会

　
～
住
友
雅
人
会
頭 

新
し
い
学
会
モ
デ
ル
を
提
示

医
科
病
院
を
閉
院
・
統
合

　
新
潟
病
院
に
医
歯
連
携
セ
ン
タ
ー

三
ッ
林
議
員 

衆
議
院
四
選

校
友
文
庫
追
加

　
こ
の
た
び
歯
科
と
医
科
の

効
率
的
な
連
携
を
強
化
す
る

た
め
、
新
潟
病
院
（
山
口
晃

病
院
長
）
内
に
「
長
寿
医
歯

連
携
医
療
セ
ン
タ
ー
」（
大

越
章
吾
セ
ン
タ
ー
長
）
を
新

設
し
、
歯
科
と
医
科
の
両
目

線
に
立
っ
て
、
連
携
し
て
患

者
さ
ん
を
診
療
で
き
る
体
制

を
構
築
し
た
。
病
棟
は
、
両

病
院
合
わ
せ
た
92
床
の
ベ
ッ

ド
数
と
な
る
。

新
潟
病
院
と
医
科
病
院
を
統

合
し
新
潟
病
院
と
す
る

新
潟
病
院
看
護
科
と
医
科
病

院
看
護
科
を
統
合
し
新
潟
病

院
看
護
科
と
す
る

新
潟
生
命
歯
学
部
に
保
健
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る

組

織

改

編

新
潟
病
院
に
長
寿
医
歯
連
携

医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

令
和
３
年
10
月
１
日
　
本
学

医
学
博
士 

八
重
垣
　
健

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

令
和
３
年
11
月
13
日
　
本
学

歯
学
博
士 

小
出
　
　
馨

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

令
和
４
年
１
月
１
日
　
本
学

教
　
　
授 

上
田
　
一
彦

博
士（
歯
学
）

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究

科
の
担
当
を
命
ず
る
（
機
能

性
咬
合
治
療
学
・
新
潟
生
命

歯
学
部
歯
科
補
綴
学
第
二
講

大
　
　
　
学

大
　
学
　
院

座
）

令
和
３
年
10
月
１
日
　
本
学

教
　
　
授 

苅
部
　
洋
行

歯
学
博
士

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
長

併
任
を
命
ず
る
（
生
命
歯
学

部
小
児
歯
科
学
講
座
）

略
歴
・
１
９
８
７
年
３
月

本
学
卒
業
（
第
76
回
卒
）、

９
１
年
３
月
大
学
院
歯
学
研

究
科
修
了
。
同
年
４
月
本
学

歯
学
部
小
児
歯
科
学
教
室
助

手
、
２
０
０
１
年
１
月
歯
学

部
附
属
病
院
小
児
・
矯
正
歯

科
に
配
置
換
、
０
２
年
４
月

講
師
、
０
４
年
助
教
授
を
経

て
、
２
０
０
６
年
10
月
歯
学

部
小
児
歯
科
学
講
座
教
授
に

就
任
。

令
和
３
年
12
月
１
日
　
本
学

教
　
　
授 

水
橋
　
　
史

博
士（
歯
学
）

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究

科
の
担
当
を
命
ず
る
（
機
能

性
咬
合
治
療
学
・
新
潟
生
命

歯
学
部
歯
科
補
綴
学
第
一
講

座
）

令
和
４
年
１
月
１
日
　
本
学

教
　
　
授 

大
竹
　
雅
広

博
士（
医
学
）

保
健
セ
ン
タ
ー
長
併
任
を
命

ず
る
（
外
科
学
講
座
）

准 

教 

授 

水
橋
　
　
史

博
士（
歯
学
）

教
授
に
任
命
す
る
（
歯
科
補

綴
学
第
一
講
座
）

略
歴
・
２
０
０
０
年
３
月

本
学
卒
業
（
第
89
回
卒
）、

０
４
年
３
月
大
学
院
新
潟
歯

学
研
究
科
修
了
。
同
年
４
月

本
学
新
潟
歯
学
部
歯
科
補
綴

学
教
室
第
三
講
座
助
手
、

０
６
年
４
月
講
師
、
０
９
年

４
月
歯
科
補
綴
学
教
室
第
一

講
座
に
配
置
換
を
経
て
、

２
０
１
３
年
４
月
准
教
授
に

就
任
。

准 

教 

授 

上
田
　
一
彦

博
士（
歯
学
）

新
潟
生
命
歯
学
部

教
授
に
任
命
す
る
（
歯
科
補

綴
学
第
二
講
座
）

略
歴
・
１
９
９
８
年
３
月

本
学
卒
業
（
第
87
回
卒
）、

２
０
０
３
年
３
月
大
学
院
新

潟
歯
学
研
究
科
修
了
。
０
４

年
５
月
本
学
新
潟
歯
学
部
附

属
病
院
総
合
診
療
科
３
助

手
、
０
５
年
４
月
総
合
診
療

科
２
に
配
置
換
、
０
８
年
４

月
講
師
を
経
て
２
０
１
５
年

４
月
新
潟
病
院
口
腔
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
科
准
教
授
に
就
任
。

１
７
年
４
月
歯
科
補
綴
学
第

二
講
座
に
配
置
換
。

令
和
３
年
10
月
１
日
　
本
学

教
　
　
授 

大
越
　
章
吾

医
学
博
士

副
院
長
併
任
を
命
ず
る
（
新

潟
生
命
歯
学
部
内
科
学
講
座
）

長
寿
医
歯
連
携
医
療
セ
ン

タ
ー
長
併
任
を
命
ず
る

令
和
３
年
10
月
１
日
　
本
学

新

潟

病

院

 

伊
勢
村
名
誉
教
授

叙
勲

　
本
学
名
誉
教
授
の
伊
勢
村

知
子
先
生
（
元
新
潟
短
大
教

授
）
は
、
令
和
３
年
秋
の
叙

勲
で
端
宝
小
綬
章
を
受
章
さ

れ
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２２年（令和４年）１月３０日 (２）第６７３号

著者
(  )内は卒業回数

《 》内は筆名

題名 出版社 出版年月

寺嶋　　正（39）
《看山》

句集 九十九里浜　追憶 菅谷印刷 2003.3.

本間　　済（90） よくわかる顎口腔機能 医歯薬出版 2005.7.

丸山進一郎（66） はじめよう！保育園・幼稚園での
歯みがきレッスン

永末書店 2013.4.

カミカミもぐもく　げんきなは 少年写真新聞社 2017.1.

カミカミもぐもく　げんきなは 韓国語版 少年写真新聞社 2018.5.

はじめよう！保育園・幼稚園での
歯みがきレッスン　第２版

永末書店 2019.6.

白井　暉二（51） 句文集竹韻 日新印刷 2000.12.
《己童》

豊橋風景スケッチ画集 手島印刷 1987.1.

原田　良種（10） 私の診療 私家版 1967

深田　邦雄（58） 抜かずに治せる根管治療 白鳳社 1983

外傷歯の処置と水酸化カルシム療法 H.DR.出版部 1987

融合革新 プレジデント社 1988

RET症例集 白鳳社 1989

女性のための歯周病講座 白鳳社 1993

抜かずに治せる根管治療　復刻版 青月社 2015

歯はこうして蘇る 青月社 2013.11.

飯塚　哲夫（50） 歯内療法の臨床　第２版 （株）ストマ 2007

歯内療法の臨床　第３版 （株）ストマ 2010

歯内療法の臨床　第４版 愛育社 2013

歯内療法の臨床　第５版 （株）ストマ 2016

歯内療法の臨床　第６版 （株）ストマ 2019

歯周病治療の基礎知識 日本歯科評論社 1985

歯周療法の基礎　第３版 愛育社 2012

歯周療法の基礎　第４版 （株）ストマ 2015

歯周療法の基礎　第５版 （株）ストマ 2018

歯周療法の基礎　第６版 （株）ストマ 2021

矯正歯科の基礎知識　第３版 愛育社 2014

著者
(  )内は卒業回数

《 》内は筆名

題名 出版社 出版年月

飯塚　哲夫（50） 矯正歯科の基礎知識　第４版 愛育出版 2017

矯正歯科の基礎知識　第5版 （株）ストマ 2020

歯周病はなぜ治らないのか
どうすれば治るのか

愛育出版 2017

歯の矯正の正しい知識 愛育出版 2019

Oral Medicineの臨床 （株）ストマ 2021

宮下　貞夫（52） 感謝　私のお遍路日記 青巧堂アオヤギ印刷 2016.3.

太田　継子（45） 句集　子に永久歯 （株）花神社 2009.6.

句集　たまゆらの囀 （株）文學の森 2021.7.

石黒　　辨（24） 菖蒲の芽 中部日本教育文化会 1982.11.
《不老坊》

石黒不老坊遺句集成 盛興社 1995.7.

坂本　貴史（66) 歯と口の悩みを解決する本：
心もケアする歯医者さん

法研 2003.11.

栗原　英次（57） いろはにコンペイトウ (株)にじゅうに 2005.2.

中島健一郎（47） スケッチで楽しむ　東京の坂道散歩 新人物往来社 2009.11.

羽田　宣裕（64） こどもの歯をじょうぶにするQ&A64 小学館 2005.6.

榊原　　勝（21) 高田　保 伝 風涛社 1982.2.

山中　宣男（65） 愛知の行者さま ブイツーソリューション 2015.9.

愛知の行者さま　資料編（尾張・三河） ブイツーソリューション 2018.7.

渡邉儀一郎（63) 詩集　希 ～希いは風にのせて～　 （株）アイガー 2016.7.

詩集　起 ～起はみずみずしく躍動し～ （株）アイガー 2018.12.

田澤興之助（16) 歌集　虜囚の詠 （有）新津プリント社 1982.9.

片田　貳六（20) 石と烏　片田貳六歌集 石川書房 1982.11.

長嶺金次郎（29） 五銭の記 一世印刷株式会社 1997.12.

森崎　益夫（39） 改訂　歯科アシスタント教室 一世出版株式会社 1969.4.

藤井　仁毅（51） 日本歯科大学富士見寮－思い出集－ なかむら・スタジオ 1986.11.

新藤　勝之（74） Ricketts' Bioprogressive:
An Orthodontic Philosophy for 
Future Generations 

株式会社ネクストパブ
リッシング

2021.11.

小柳寿美子（63） 虹の彼方へ－隼人よ永遠に 文芸社 2000.1.

新春　
本学体育館に写る飯田橋駅西口 立春　

医の博物館「校友文庫」の追加書籍




